
全な空家について、適正管理の阻害要因を取り除くた

、法に基づく指導・助言等により対応する必要がある。 め、専門家団体と連携した相談体制の構築を行なう。

・空家の利活用の促進として、空家バンク制度の構築等により

市場流通を促すことにより、管理不全な空家を未然に防止する

。

・戸田市マンション管理ネット登録者数が伸び悩んでいるが、登録者に対し、マンションの

適正管理に役立つ情報を提供した。

Ｂ
・管理不全な空家については、平成29年度の改善件数はなかったものの、同物件に対する助

言・指導を継続し、老朽危険空家についても、特定空家等への指定を行った。

・マンション管理セミナーによりマンションの適正管理について普及・啓発活動を行なう。

・今後の空家等対策として、空家の適正管理及び利活用に資する空家バンク制度の創設等へ

→ 向けた取組みにより業務量が増加する見込みである。業務量の増加に対応するため、市営住

宅管理業務の一部について、現在のパート職員の活用による対応を図っていく。

・戸田市マンション管理ネット登録者数を増加させるため普及・啓発活動に引続き努める必要がある。

・今後増加する管理不全な空家への対応を図るため、専門家団体と連携した相談体制の構築を行なう必要がある。

・空家の利活用の促進については、空家所有者と子育て世帯をマッチングさせる空家バンク制度の構築及び空家バンク利用者を対象とした

補助制度を構築する必要がある。
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２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤
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05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・まちづくり推進課

05 住宅

56 住まいの安定的な確保

　快適な住宅づくりをはじめとする住まいの安定的な確保に努めることで、市民が安心と安らぎを感じて生活できるように

します。

住宅政策事業

戸田市マンション管理ネッ 市内マンション管理組合で登録する割
％ 10 2 4.5 4.5

ト登録者数 (登録者数/市内マンション管理組数 )
空家対策進捗率 平成27年6月現在の管理不全な空家が

％ 100 20 80 80
(改善件数/管理不全な空家件数 )

・マンションの計画的な維持管理を促すためにも、管理組合の ・戸田市マンション管理ネット登録者を増やし、登録者にマン

運営等に当たる方に適正な維持管理について普及・啓発する必 ション管理についての情報提供を行なう。

要がある。 ・市営住宅の長寿命化計画に基づき、建物の耐久性を向上させ

・市営住宅についても、建築後30年以上が経過し老朽化が進ん る計画的な改修工事を行うことで入居者の安心・安全を確保す

でいるため、計画的に維持管理をしていくことが重要である。 る。

・空家については、適正管理が図られていないものがあるため ・管理不
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02 住宅政策事業　（まちづくり推進課）

住宅政策事業

任
意

4,513
0

9,740

２ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ２ ○ Ａ01 01 08 05 01 02 01 1,570

選択制のある良質な住宅スト 1,570 0

ックを形成するため、国や県 12,759

市営住宅管理費

任
意

17,271
0

23,957

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ａ02 01 08 05 01 02 02 18,176

市営住宅の安定供給、有効活 △537 0

用及び効率的な運用を行うた 6,483

04 耐震診断・改修事業　（まちづくり推進課）

耐震診断・改修事業

任
意

0
0

2,000

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 09 01 04 04 01 2,000

昭和56年以前に建築された住 2,000 0

宅等の耐震診断・耐震改修に 1,035
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